
保久良夢ひろば

秋の
てふてふまつり

10月４日（土）

10：00～12：00
※雨天の場合は１０月５日（日）実施

保久良夢ひろば利用者ネットワーク
神戸市東灘区役所

2025年

参加無料

協賛：ほくら～ととや森の世話人倶楽部

（イベント内容）

・てふてふツアー

（含：アサギマダラへのマーキング実演）

・蝶々になってみよう！？

・蝶々の折り紙作り、塗り絵

・六甲山の間伐材を使ったオリジナル

ペンダント名札作り など

保久良夢ひろばとは…

保久良夢ひろばはまちから近く気軽に

ふらっと遊びに行けるひろばです。

四季折々変化する植物や夢ひろばに

遊びに来る野鳥をたのしむことができます！

注意事項

・山で活動できる服装でお越しください。

・小さなお子様は保護者同伴でお願いします。

・飲み物は各自ご用意ください。

場 所：保久良夢ひろば
阪急岡本駅から徒歩約30分

秋の七草フジバカマに飛来する
「アサギマダラ」に出逢えるかも!? 

詳しくはこちら！

イロハ
モミジ坂

主催：



アサギマダラが来るかも！？

2025.09保久良夢ひろば利用者ネットワーク

成虫の大きさは5～6センチメートル、羽を広げると10センチ

メートルになる大型の蝶で、薄いあさぎ色をしたまだら模様の羽
を持っています。

季節により長距離移動をする日本で唯一の渡り蝶として知ら
れ、東北地方、九州、沖縄、台湾などを拠点に、春は南から北

へ、秋は北から南へと移動します

フジバカマとアサギマダラについて

フジバカマは「秋の七草」の一つで、万葉の時代から人々に親しまれてきた

植物です。夏の終わりから秋の初め、茎の先端に直径5mmほどの小さな花

を、長さ10cm前後の房状に多数咲かせます。

現在の日本には自生に適した環境が少なくなったため激減し、絶滅危惧種

となっています。

生乾きの茎葉にクマリンの香り（桜餅の葉の香り）があり、中国では古く芳

香剤として利用されました。

また、フジバカマは、2000キロを旅する蝶として有名なアサギマダラの吸蜜

植物として有名で、特に雄蝶は性成熟にこの吸蜜は欠かせないと言われて

います。

(参照：「みんなの趣味の園芸ＮＨＫ出版」ＨＰ)

今年も、保久良夢ひろばにアサギマダラがやって来るかも！？

保久良夢ひろば利用者ネットワークでは、今

年も引続き、ひろば入り口にある植栽地や

ひろば内及びイロハモミジ坂や天上川公園付

近にフジバカマの苗の植え付けを行いました。

お陰さまでフジバカマは順調に育っています。

今年も、アサギマダラがやって来ると思いま

すので、そっと見守ってくださいね。


